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硝酸アシモニアの物性(第二報)
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幅 IU 午部 生

.
《旭化a塁盛岡工場ダイナマィ百簿〉

穆高度 7:.'~.:.アの物性(1Il-線) :OD!τ相伝移二園

連dて桔品栂造的見地より，安定及び噂安定伝移の現

象..I・じた.木報告は水分との関係。令研究した結果で

ある。

問同提ア νモユアc水分との鋭利カ叫1置が紹蹄，

l函鮪也防晶 01水等の-を1<寵する因子となる療

に品関係が存在する.

ｧ '"
illllt ァ:-'~""アとホ

I. :*分と相転移

2 扱 ill 性

3. 水分の放lUと S干潮

4 水の駿沼

E 硝国アシモZアと水

1 水分と繍転穆

碕殿ア y 号兵アi玄扱盟等により水分が附〈理解こよっ

て，結晶絡平二変化'"及ぼすかI U'I 、I<格仁移'"温度

口町とを生ずるかcもう尊民主lit湿な日程重である。

その為ぬ竪湿質事専ζ乾録覚腎の両者，，-， X線写真を各

相ヱつγて録ってゆたが両者の聞に盤~"nぬちを1危

いa 水分1ま結晶の絵手内"よλって5往信γのである。

県~こより水分が脱E倍されるとい〉事が考えられ

22

る。おら官級でI!J.幽される水分の追認と E臨 E 紹，

I 相c変化する世こよって叙幽される水分の鑑との聞

には自ず c釜異が存在すると思はれるので，各相即ち.

1 相. I 祁.1 相.]V相の f温度にて爽!l!1t線二より水

分の各段陪をつ〈り. J[ t: 水分を厳次添加した"厳令

も作司した s

それ興事の結晶は各温度こて X銭的::Ill追を'しらべた

が，極〈少量の水分三よる為めの艇移 t. .t q) 穆相主なも・。

然し結晶伎の生長. Il'i!llがあるおめ iP >5安定転穆が起る

が，之は準安定松島の隼起7J<び消失却現:二舵した通則

に従う。

(1)間関

(a) 鯵由契主主意志保以斜

i<l署名ー毛.II;唱を内::70.れて鉱敏 dν プを使 mして莫忽

に.，引してお初郎を陪継しつつ水分を検察した後毛細

恰部の他郷を"累焔で熔断する e

(b) 140"C 莫!l!1t般民病

院軍港 T毛細智内ェスれてI:!: I陸dν プを使用して英皇

乾燥i- 3 時間行う o I 相(125 0_1 的。 C) 内で'"闘する

さき。 !40"C で爽昼夜錦'"狩った.

<,) ，曲'C 爽盆猿燥宵草寺

1倒。Cに骨タると問-Ii法;二て 1回I"C;:て真空碇揖

3時叩行うo ，曲。'CIよ E 網(白-，お'C) 内にで震銀
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荷殻ア:.'.{::.アの物性(節 2報}

する為めである。

(d) 70戸C 実名担乾燥!>t軒

問。Cに於てよ c問-/j 霊長二て真空総錬 3時間行う。

70 0Cl 孟 E 伺 (32-84~ C)内 Iニ若きて聡燦ずる為わであ

る。

(e) ZOoC 爽盆段妓伏鰐

初降Cに於てよと同一方法 l二て真空総錬 3剛喝行う。

2O'Cは~籾 (-18_32°C 】内に於て聡燥する為めで

ある。

(f) 鰐磁未"鮫世鰐

R鰐令宅総智内三てー園田せしぬ喪主 C· 1." て r な

"，之!主熔樹齢こ伴ラ ~II 酌二よる栂 ;::{!:1: みる為ぬで

"る.
(g) '"且 S県芦草寺

持!二乾漕手毘そ閉口付、った日腎で水町三 01 -0 .5

Mを含省して』る。

(2)潤定結集

札上の 5匂等?二ついて測定した鈴擦は誌の卸〈なる.

R務各 l: l\ BC 等の大文字をもって犯せるは湯来硝般

アユノモユアの置別記号である.1'\製容号" 2 熔

は悶ー伏積三つ』てX線写奥遺躍の麟奮を示す。贋震

時現在費置と玲聞とを示す。相左上艶の係件で緩量診した

X線写奥の欄の知[司を来す。

叶主ヂバイク.?ー写実が総状をなす事を示す。 I

は同じ〈鉱維状をはしている高野を獲込して』る。飴品

内位予の成長I:' ..-·f によりて示される。成長と飽し

たる怯ニの鎗品開に成長畑あった務会，陸軍主結晶が

訟盟書された理解そ示す° il孟温度上昇過程を !1.1車度降

下過程を示寸。

(a) Me臨ill'" 位健氏終

Z実科温度 ,lit ，帳

A-，到。 c

A-21 ~OO

A-3iω。

A-41 I!ゆ。

A-5iI曲。

A-6j133 。

A-115{)"

A-8i120ー

A-91120ー

A-IO い∞。

J-li50 。

J-2!50 。

J-3140 。

J-4iI3Oー

1 初

',00
140°1略間後降下 0 日

1..:0

2.00
140~IO 分保温後 lAS
降下

lAS

150°10 分後..下1. 30

140°1 助役録ド":JO

130°10 分後降守 1.30

1 ∞

1 初。 1時間後降下 2 却

20" 10 分後上品1. 10
I曲。 ..分後降下 M

2問。..分後降下

1 ぬ

150°10 分後降ド 1.30

2 国

0,35

0.40

1曲。 ..分後降 l' 1.30

0 ,05

1.45

1 羽

1.25

0 ,50

',00

2 ∞
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百匡欽使役

ー夜放置後

'50 。ょ，降下

1由。より降下
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1 阻
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14 0" 10S;C 匹 i足後 2 田
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2 回

2.40
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37 し s- 羽;)

~)叫。 Cにて E紛がみられる。 eM -3 t.)1-12t.

M-14i , 1¥1-17t , 1¥1-19t.M・20 I)

ι)7ace にて E組がみられる。 (M ・"1 :.5-310

重将は毛o- 70:C の聞にて温度のム且時下?ユ際速な

〈起る。

3) I掴

イ〉筑 ~C にて'絡がみられる 0(A-7; .)t-~ ト 0

4 し R-4 L 5 ・ 15 1. 5-181.5一司ト S-zn.

S-2St.S-3S1.5-390
冒〉“ 'C にて E 純正.'ムられる。 (A -3 i'1¥1-101

M-131.M-15l.M-161. 5-14 り

，、〉国 ·C にて E 絡がみられる 0(/\ -4 t, )1-7i.R

-aj)
ニ) ，国 eel ニて E 絡がみられる.【 A-5 t•A-IO1•

A-St.5-67)
ホ) lI OGC! 二て E 紹がみられる o (M-9 j , 5-ぉ!)

......)1 2O" Cl:. て E 絡がみられる. (A.-at)
E 椙主持叶:<:O °C のr~:: て起る司院が分る。問 bill 度

の降下，上昇の通魁と I: Jl周係で..る.

却。 C. 回·C. 回。Cで E 綱引存在する蹴'il'安定相

変化に E受ける状L.t~示す.叉 1- 1\'胞の共存 11m 迭の

担〈旬。 C ，二てみられる.

。 1棺

1却。 Cで 1 栂が存ナ (1\-9 1)

1 2S CCマ 1 栂が存ナ (s ・7 i>

13 0"C マ i 絡が存ず (A -6 f ， ]-4i ， U-18i ， s-
13n

150(>C で l 絹が存す (S-IO j)

160°C で 1 将が移す (s ・8i.S- 12 j)

(b) 1 他。 cn~~ 樋隊約

Sえ斜温度 脱 B蜂

1-It唱。

1-2iω。

r-atW
1-ｷQI∞。

1-5jI2O"

1-61140"
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S-IU.5(JO
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5-22t 弱。

5-23j 旬。

s ・24 1 由・ 'W 列島分後縁 F ，国
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S-29t45ー 0-50
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5-311 70 ・ aωE
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s-坦 'w・ IW15分後上II U)5 .

5-3"f50・，.35・

s・351 駒川同町時間後陣ド 1且 E

S-36tso" 2.曲 E

5-37t 泊。 1仰向時間後降 r 1.30 I

5-38; 50 ・ 1.30 •

5-391 50 ・ 1目。 1時間後降下 1.15 I

"J..t熔融実!l!~t令 Eる日籾マあるが，之等よ η次の

車が胃えるので..る.

,) w紹

イ) "aileにて w籾が mている (A-2t. l¥H j5ｭ

161.5-191.R'Ij)

..)50 0Cl:. て W刊が出てもる(1\1 -11 ↓ S・.，】

，、〉却。 C ，:.て， -w 符1の共存がみられる。 (5-1 円，

5-2Ij. 5-24~)

W抽主回 ·C 湿の後で起る司僚が分る "''"'C で， -w

相が共存して Vる司際より. I. 紛がiIl~ミして I-~' 叙聞

で粍権多が起って rる.

温度のよ昇降下の怠恨の為め W欄の生起が限定令う

ける酌 U品、.

,) I絹

イ〉姐~C :二て 1mがみられる(J-31.1¥1-21tM
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,) IV相

...・. 7Z:.J2l:f' C にみられる。(I寸 j • I・121 】

:!).籾

，，" C にみえる。(I -11j >

曲内Cにみえる。(1 -2 1)

3) 1 相

日"C にみえる。(I -10L)

ooーCにみえる。 (1 -91)

曲。 C にみえる。(I -31. I-an
'∞。 tel こみえる~(I-4t)

120"Cにみえる包 (1 -5;， l-n)

E 欄 "ω_120 0 のr.n:: 存在ナ.上 3平時下とも無関

係でめる.

。 f相

140"C にてみえる。(L-t>t)

(c) t∞。 C Jil!担舵<It<科

政終温度 罰 E睦 令時間 相

E-lt~ O'。 4.10 . ,

E-:2i 曲。 2." . ,

E-3t 凶。 3.00 ..霊長

E-.;jI∞・ 300 E

E ・ 5j120" 3.00 ".,.
0 ・組

柑。，曲・二てみられる (E-li. ｣-2;)

2) I 羽

田"， ，∞ 3，，ニてみられる。【 E-3 i , E-lt)

司!紹

，，..にてみられる，， (E-S1 )

之暗の鈷知主今超国ものと変った所11:"" ・。

(d) 70・ca~~ を組依符

2え flill 阿佐 Z翼 民

c-I 20。

c-:2t40。

棚
田
回

目
叩
2
2

相

IV'
買成長

置

,.",

E
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句 I Ill;主 1 21)::0 ;::て【 C-oj)

(e) 2O""Cn~tttl:ミ符
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W-I) 70~ (P-3) 70SCl (Q-5) 回。 (P -4， U-3.

W-4) I叩a (P-S) 1100 (K-2, T-S.T-IO 120"

(K ・·3) 叉 I -IG)共存が H-5， T -6, Q-I.にみ

られる.

且上の釦〈合事 r水分.を各鐙霊化した@舎二 3きて

も，紹Eイヒ 1二対してZミlまされる"がない司俸が分った。

Bow伺の践の釦<lIZ鈴せる似溺:二長てのみ却華経伝

診が起るという穫はあり rob.'である.

2) ..アンモニア@認書笠

磁波 7 ，〆号 =-71 ま屋渥鍾d<江る~のであって，総当

に多〈の毎食が相主れている。宿して含量 .~W とし
dll'

た時の援渥逮度 拡大相=於て
d<

dJl'
dt _KS<p-p.) ..笛_KS(J'_P，)I

に従うζいう怠頁主主何れの語会にも~てIU:る。

K 信II ，時間

目脅安鑓和氷河S液の語気圧

P 大気中鱈利水沼渡来気分匡

この玲扱E望E主

温度，大賞の水議匁lE"盆Jll"史実暗3F正との島

鼠体物質の援団民自体の水二対する格解諸島物質

固有の吸湿漣陸信也靴工よって彫暑をうける。

之。!主吸湿包証額の何f'l;::もあてはまる逮附である

が，碕章表アプモ=-7;こついて，罰際解度，罰野解度の温度

勾疋，日界縄問湿度..他の錐1JIと比躍してムると次の

裂の担〈なる。

認知の扱温性

11〈20。-30。〉 mg 限{界泊隈。 1C5a) U乞
4<

WI ∞g7k WI ∞mlf 存続 ,a.e,

NH4NOJ 4.90¥ 66.0 66.9

NaNOJ 0.79 ..ぃ7 77.1

NH,CI 0.42 27..1 79.3

(NH.):SO. 0.26 42.85 "。

KNO~ 1.42 24.0 92.3

Nae! 0.'" 26.37 77.6

搭踊裡の温度匁由主他の塩粛に比して B極めて大き〈

温度二より，扱湿往のうける-も大き ν。叉泊。凸こ

於げる m1J;.lllu 他の物置 t二比して極めて犬である。叉

限界吸湿度は小で将対温度の小伝る時.-於ても扱湿ぞ

齢世する穫が分るのである.

鶴直受ア:，I ~=-7 i'等温下にて絡絡湿度の'"なる紋 E

に於て思湿する盆..測史した。すると @EEiz 扱濯が進

行令始める限界の躍度が存在する.この限界経湿度

H.li その温度三決ける鶴綬ア:-'~.=.アの勉恭輔気圧

P， に相当する関傍'llilをであってその~:.跡 fる大
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気中の昆抽水]!illt分lEを/'.とすれば限界霊長湿度 H.

IiIn電γ:;~:. アの特性(Iji: 2 報〉

90% 0.390.560.73 仏同 1.16 lA9I.BI1.98
"・ 70% 0.140.2'3 0.,340 “0.61 0.770 悶， ...限

初歩" 0.06 -0.040 銅山， 0偲 0.08 0.13

鈎1% 0.320.560.田 1 飽 2 羽 1.92 2.272.57
20" 70:: 0.180.300.450.5 ‘ a・60.9 毛 1.09 1.23

叫" ~問。国&由。届 0.05 O.OS0，田 0.0 屯

" E

IH,,.r挺川』凹••J包， 1ミより JJ. を算出すれば

温度。C 10ー 15" 20" 25ー 30・絹 3 由。

P.mJJ 由g 9.2112.7917.5423.7631.84s:i.J292.5

円 mmHg 6.38 8.9511.7-¥ l <l例 18.93 29.1144.71

fl, <;'75.3 69.8 66.9 62.7 59.'; 52.5 48.4
之より限界 ""ill 度ー温度自由僚が幽るわけで鯵 1 固に

於て的線より上の郵分では尽漫が起り下の部分で"起

り握、事ととる.

賞"関 ."告の臨界吸ilI Ul

..

•

1¥
a

¥民
、.

、 II
、に

"
¥

島 崎町 岨 “・官 臼

'民

一…然し乍ら興協=於て吸湿咽界恒度以下で"絶勾に吸

器を越さないという窓際ではなu 。先づ初険ア νモ Z

プの滋凪=水泳気分子の放置が起り，級五慢の巡符した

部分依溶液となる。全焼面がin液となってから限界幽

級のよ部:こ於て 1'.ー凡に比例して股混が巡符ナる。

温度，湿度を変化せしめて依俊博問と吸湿状況の関

係を示すと次裂の鈎〈なる.

温度温メ?間B 2 a .; 5 7 9 10

聞が O白 .7 0.330.460.610.80I 由ー-

100 70 ，μJ 0.110.210.320.430.570.70
民回 10 ，ωaω 0. 07 0.040.070.07 - -

223

97国句0帽戸ポ illa3004MBO開 1.1"11.45I開 2.342品
25" 0.160 ふ30.51 0 例。 η0.971.121. 2S

。位。曲 0.070.070 品 0.06 0.060 田

明7図033形MmgEL3sa6834231 ぶ391.752.463.143.49
3σ 。 0.190.340 ‘'。‘ 20.71 1.02l~ 抱， .<2

1 0 閃@刷。 ..0 田a国 0.050 旬。国

刊田町F3夕・65 a叩 。 “ 刷 391.712392.帽3初
目。 Ig お 0.480.67 O.制時 1 船田 1.61

0.290.44o.SS0.610.690 区30.910.95

90初回NMMM 0..330.711.681.722.073.074.014 ‘ 7
.，ρ 0.330.61O. 図 0.941.29 1.712.112.28

0.290.590.720.770 別 1.07 1.2S1.35

刊問団 Z田 7:36臼8日
60" 0.67I 嗣 2.6 1 3 河 4.777.26 9 田川“

0.52I 唱22.162.86 3.494.865.966.64

Iill係温度と温度;二勾するを長以唱の方向係書史ぞとると

次褒の鈎〈なる.

員長期附"勾お初お錨崎
温度'"

珂 O.IS 0.田- 0.260.350.330.451.68

70 0.100.10 -0.130 凶 0.160.22 1.05

田 0.01 0.010.010.創 0.01 0.100.14O.“
"'2窃前安担濯の方向係.，.温度

/

/
1/YY j〆

Eか

n ,', /

"

?
。

a

方
向
係
数

叫

ゆ zo )~ ~・ "ω

ー・ "C
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国， J

節 4 JIj

の1llI1lI;，求めてみると鯵 4国@釦〈なる。lO- lmrr. Hg

にては量廃刊度の平均自白骨組?であった也のが 10 ・m

mHgにて i主 'm に近い催ぞとる。ぞれ歓真空にする

事'三よって水分の留富信極めて容易となるのである.

調停 品 開

..k，'f;~.Il..:i I.'.

第 I" ，>エ雪拠点ヨ E 箇会舘

UIi顎の由化はその表面で水分句盤奴ー策発が ..る事

ニよる§のでるる e そhで火災中の水蕊策強力が謹掴

の震訴冊』磁の水]I;タ￡日よ上こなって法 Z買の理解が起る

のマ.，る o lO!錨もこのホ語気反省争前後する事による事

が当然考えられるのであるが，組踊の岡鉱 1孟鑓和 li1 液

の水車気昆以下の温度にII;ても起る.即匂限1/'11湿Jl

の%位の湿度で援に国錯が包るが之 t孟駁苅による為め

であると符えられる.

磁調度ア:.'~~ュアの困問主水分のllI1llと尖!:低下す

る。ぞの鈷抽ま第 3国の釦〈なる.
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7プを国体総販叉は液体空気で袷錯すると;I<議ヌ冷子

ラヲプでIllilするから子ヲヲプの両方の 2 守タ令問ぬ

τ;1<.の縁を符量すると描提錨来た水分@帰宅伊 E・鉛来

る.

主主盆化 111....~ ウムーこよ η水分を段着しその"'Jl;:よ

ってをIIIずる.

さ直化脅かシウム白 Ig ~1f":丸容11/に 3えれて，プヲ

ユノ グパヲユ〆 Aizてその伸びの甑を猛追録にて鋭みと句

lll'化»，.，..1/ウムの畷血盆;，測定した.ニの方 v·" よる

と践活秤'i'1£l弘明二割じて外界との否定渉をさけて実験
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水 分 含 有E量 と 紹 食 ' It 二 つ い てIよ 加 盟 国 鈎 〈 鯵 容 を う

け な い .

3.of 穆アンモニアの水分の悠幽と易竃

liI再度ア~喝， 7の含有水分"爽盆民引により.lll!は

海時より敏悩される。 R理署こ .J.;..... られた際停により .tt

分の 2支出される慢を定量的に求めると含有水分 ι歓凶

水分の関係が分る。ポ潔気分子の平均白血行日と庄カ

~. ..
~‘凋....， -.%)
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する上::tt申告il c.は全然BG:二測定出来る長男野がある.

扱市 rl:I::l.j閉ま録S裂をffl't· i.ニ.ー般I::突さ 1 の慣性

体の飼い緩そもって n:ね」そっ〈ると

1_降、ぺ五1Iji平F・，町.oJI

R:lまね半径

P 歩み

・種II

W t.ぷる1IlさそtIlえて a fZけ伸びにとずる G' と W

との間二I主

d_21~R匂--0'"
G 魂色体開隆司院

z 担り 6

d 鎮のrll:ffi

aa:=
4.Of tall'R' L....tall'R'

.回 ー一一一一・
G= d d

-つの符.-ついて ν. tI'.II'. ・ 2九."よーをでめるか

ら kぞー定として

｣_L'1l'

となり伸び広務Jl'-比例する理解二なる，Illし乍ら二の

方去で l孟 tll 化."シウ晶体不可逆世であって水分句舷

浩二よって. til· イt.~ シウムの淘湖町エ分るが， til 化m

rν クウムに磁摘された水分 u納品水となって常慢では

容易二分強出来ない。そこで話回却を ffl~';':o i'i!i陰院

にSさげる!!Ii省広告翠治医鳶であるから.言 T道的，-水分

の援措匁曜が磁来るので'"る。

港建撲を使用するに冒しては，際調のよ下、 ott ク~

"'7-.....i-設‘てホ衰気の遍路'i'宮品=レアニ.叉怠事そ

し乞いと.~で恋司院.，. y~~ 忌アの東 1111 包らねとし

てみれ ιI ，昇援金をも見極めフるのである.活雄俊は

予めi!i盤を賦与する aめ._，実験前.-噌∞ 'C で敵陣間

節 6 隣

•i'

29

加書換し乍ら業 !!i!§: 引した 6のぞ使用した a

央政飴果 <D 一例を宏、すと fl· 因の釦〈はる。

申:二ては 3噌必常 E英霊鷺揖'i'待った.そのおめこ

飛倣ずる水分の盤は的。田 gである.

乱;ょ 3度目的 2 時間常温実!1!lI'l燥を符つにが変牝 i志位

,"
ぽ之ぞ茸草して凍室=ずる 10 1<鳴の温度が rocc:::

渇すれば急;三水分台猿歓と4陣頭が飴まる厳である.

① 1姐εC，ヱてtt::憶を止めると平復玖怒;二遣し冷笑3ず

る z縫って震〈なるが.元の厳になるわけでi主な"，

この畠$昇華した篠酸ア y~""アの附直こよるものと

増えられる。

@更に駕現して熔磁に遣する時孟舗M'T Y~""'"自

身の界噂及び，水分のlillll::よ弘前紛来以ょのh・It

となる.

唖はそ袷却して常温に毘ナ時胡!illしに水自主飛散

ずる事'i'示匂九

Ill!度ア Y~""プの昇劃1 7O"e 附近より:&に起る也

のであって，二ニE二考古盤銀広がある.拘置ItG舛穆直

ぴ水分白系位二ついて行った実設にて何れの絹合む

'OC' 隣近の存否惑を1.;，がみられるのマある.

札上主主へたスプヲソグバラ Y;>:. ':i.'刊もる古畿の2にな

る失点'志荷震を余りlIt<する事が出家ない司区であるa

符itを大き〈すると，怠度が低下してゆ〈のである.

叉穿常:二詮重して餐診を!l'tなl .t illま，産施:二件びを

測定する寓が自防毒ft.t~ "..荷lIt'i'軽〈すると，I<草寺.-対

して会出掛のa::圭配置(ふM貯とし
て〉節度i主要〈なる.ニ@失点を院〈おめ，天符をm

~";ニ.後援11第7 田に示す鈎〈真空黙'"符である。平

衡に保って後水分の夜発の'"ぬに'"狩の平衡が鉱れて

仰の傾・きより水分の変化量'i'1ll

ナ.院事専の昇裂による誠胞を尚書:

るだけ逮けるおにずラ見管〈特二

Ii肉冊自主七日 V叫って昇
3 翠中のもの1Z二ニに締擬され水分

? 子の;~fJ1遠湿して幽てしまう織に

住 E した.酷し乍ら本主主::Jl;て広宜野
It
'/- 友ぴ宮野スれのま".腎.宅前 7

ァ ν島撃の総和のlIt l訟が大さ〈なり

ヌ待。ナ 17 .色 7 ヂ謂 3分の摩僚が

まして慮Jt"，怒〈たる.ヌ停の縛

の節分二符#をつ〈る III にしな 't

れほ本主主こよる測定で{孟 E支が不

充分 cなる"'''''併ある.



修 4 lit

"' .プフ ~Y と討満智お ζOJr.: 自主 if" ‘令:・1'1て鈷

ん f!...

その絡生 :.m9 [i1J;こ示す担( ;-crcf~ i!(より昇率 1 ・

包l). iii 点尉返迄Ii:省回.-昇事足;二泊認するョ渇 '01 荷

主主宣明でも示した鈎〈来敏水分の司彊.~喧である.

続取7':.'~""7'Xt分の町温世 ι- で JIS 二!る ζ

[}tfl的砲を締官相思想 II グシテ- ，-命=てf!:掬し

て欧径の宜僅盤より11<分金算出する司 tlElt .f電信 m，

高さ «m cop 予.."使用のニと J とある.

本践:二て E苦慮される水分@量はどの a箆迄信用され

るべきか，文二の時の舛週I，) I/Y'J置と信る.何と"れは

爾儀ア;..'~=.7'の含有水分として間)BIこたる鍾は iii ぬ

τ1lI置なる1.1めである.世却はの飽き央齢を待って

隊員安アl/~=.7'の界灘と水分量を忠昼前。二求め fょ.

1 概厳7' ;，'~・ sア出現令階砲して 1&Q°Cj:Uヒにて111

脅さ程調を設時間符竹普通Ii!酸7' y.oe，.=.アとして録も

事tillした試併令。( '50

Z この院事号令倒管，，-鑓...緬〈したすヲ気管中で

7""同施。Cで爽!!l!t£録する.さE絵"プグをつけて 10-'

mmHg 且上の爽笠度として 6時町待ヨ.らし温度"

之れ札上高《するとR鰐の昇率迫，:;x曹工事慢し〈な ~o

か〈して得たli!ilIァ:.'''!t'''''アの水分1:.0 1:: λてIf支，、

ない.

第四@ヱ禽 "as ・S 金包

之丘二

'"

今必述内た知， lilt 受アジ~ープにl!て昇軍孟酷'i';ニ

みられ.水分".....符う時二鈴 Tとなるらのである

がJ 以下昇軍量と温度の耳係..求めた，銘果 i念次の白

〈むる.

夜II; 主Ill s国の釦きずフゑ鍵 2安置を mいて鉾気し実

関

i一ー­
1

.H

7第
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...~

:oil。貨E儲8宵E

aRJ,,.•,
.B1Jlat

ria-
， . ~

3 実車二思到しつつ・帽のー忽同組も・種分 ，~tf ....焔

で領暗ずる.之~'P"....fl t:fとともに i~) だ停で持貴重

する. (二の時惇泊二食言する湖亙..な↑ .J
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盆温度の空気"スれ左定置して惑星告しめる.

5. 70:>_75 0C:: て S崎明乾録袋持..，.る.

e 更二民温度.-て S崎raz 翼後押録する.

れその後Ill!隆7' Y~=. 7'，~寮 τてUIIlIのIt自民内容

E乱比霊簿"濁笠ナる司僚によっで，容思@ラける浮カ.

賀野の e ヴる得力， "'i' 算出する.. ~::祭'U s:: て之

'"ζ4 ょした， J己dl!η 昂ν' ニ 2民プ， :.''1'"，の佳~主的=

Rdt と11< 1長@もの..扇~.~ニ. l'I寓 ι主予"極めてt£
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+0.029:0'+o.o:?!>j:':+0.023%+ロ 017%

-O.QlI%-O.OHS.o:-0.011%-0.008%

旗撚爽盆乾燥後! 駁腫せしめた書式機がエヤ四〆ス

asoe! 二て S 時期段録すると前よりも滋呈して底 η.

l!!:ニ S吟冊聡録すると，東に耳量しているのは，碕II!

ア"'~~ユアの昇描=よるものと ， ;!f';A 裂面!こ附直し

た水高気羽副総の然体唱飛散による為めで..るが，ょ

の飴果よりみると援措水分の膨傍が大きい骨でるる。

更に槍夜僚に臨し τ荷量愛ア....~=-ずの飛倣震との関係

を求めた巴震揖封療を径特 mm. 高さ 40mm の符震

瓶二 AI' 倒。 C， .SOoC ，冊<:I e， 120"'C.13O"C.170"C

にて各々 8玲間宛 2昆ヤーパス中で友君主寂静官しめに。

その結果 l:ml3 国こ示す知< 170"C の飢"種以附近

では騒めて顕著 1.; る努議出飽る司僚が分る.

4.1.ドの事密着

眼湿の努←聞広務西宮アユ〆モユア分子の製面へ水分子

が吸五をすることに始まる。ィオシ結晶の国体様酌エ於

て広務臨咽織が存在し a 銘&授函の近〈に衛官 Eした

位手をもって〈るとCo ulomb のカが働き綾子"叡苗

せられる園殴請せられたる分子:ニ l ;i.f*:'-，水久有樹

分子，ー時的有極分子がある。水の飼さ水久宥自民分子

が喧絹i-もつ鈷 db 襲菌\:来る暗ま分子 ;a 電織の万向:こ

緋朝する。摘して褒蕗よりの S益事出そうける。

けれども虫引力はイオジの吻合よ η も小 ~y' のであ

る.何故なれば有極分子の鎗of!萄と E勾傭;二怠る荷電

信銭品面:こ勾して匠怨カとして齢舎'"引力と消複する

為めである。

始of!の電局内 I二於:才る有極分予ーのポテ:;~守~"極

-0.0141<:-0.023::0.014.$':-0.026%

加黙認 !lfQHt 後

旭皮 11"C ， .ill 段75% 大
気中で 19時間放震後

ヨ巴十四戸 3えにて "'c
5 時間総録後

3:.1'-'"スにて 85°C
5 時間質"舵録後
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と関様の実践を行って，ずヲ京盛 lユ附市ずるず災の影

響撃をしらべる. "ラ九段 iこF付議するず来続 i孟忽せ!こ泌

来な弘、各温度こてすラスのが，欽幽は篠"閣の釦〈

なる。

，pち 200°....3 曲。 Gl: て浪商に嵐清せられたがJ<， l:~ 盤

睡ずるョそしてそれ且主の温度にては".丸内認に含

有せられるま"が韮鍾ずる事令示している。その鎗果

次の知〈なった a 認窃日駐担軽燦を f. した際湾局の1I.~

S告ζして他の怠盆の m訴をグラ必世で裁はす。但し

田野 i主的地:て三本主主待目草案の鎗裂で"る.
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食2盆の C' 国〉箇の也肱孟Lc nllrd·Jones·Dent の針
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I' 外商の，k務気圧

q 銭由時二於 ，tる温度

t二於て平衡にある。

r 隠居

“食!IIの総司 r物:Ifl

叉電栂の強さ 1'\は 5XJO戸 e. 9.u で之に μ を深ずる

と， ，， ~ν V"'\"""'... ネルギ- l.t12 ， 5α"'" となる a

Pol 四)'i によると才 11!i'分子の続合言及引力"単ィ*，

の時の月.-当るので I'. 間同 l が~~:.'~守~エネル

ギーと岱る.

結晶表高に殴濁せられた分=f 11 lil'l ft 障ア"'~:.アの絡

手内=入る事な〈捜函 i工事土徹してゆ〈のであって，か

〈 τ終解""飴めて思量開通修してゆ< .

援活連曲率ー般r..，ngmir の扱浴弐 z従う.
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M 気体分子屋
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〈訂正)孫俄ァ，そ品アの勧陰惜ト報)

第 7国主因が逆をむいてい :~I0 即~右 k仰が

墜模原Hであります。
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